
2024図書館総合展　紀伊國屋書店オンラインフォーラム「電子図書館が支える読書と学習 -公共図書館における KinoDen/LibrariE-」当日質問ご回答

質問 ご質問対象 回答

1
千葉県立図書館のこれから考えていることの中の「学校へのサービス」

とはどのようなことを考えていらっしゃるのですか？
千葉県立図書館様

学校図書館へのサービスを既に実施している他の県立図書館の取り組みなどを参考に、図書館に来館が難しい中高生が気軽に電子書籍を利用

できるような仕組みを検討中です。

2

京セラコミュニケーション株式会社経由でオトバンクさんのオーディオ

ブックを導入していますが、個人契約の商品とラインナップが異なるよ

うに思います。図書館向けと個人契約はどのように違うのでしょうか。

オトバンク様

個人向けに販売中のコンテンツとは別で許諾を取る必要があり（個人向けと図書館向けで利用方法が異なる為）、図書館向けに販売許諾が取

れたコンテンツ、作家様から順次ご提供を行っており、個人向けに販売可能なコンテンツの3割くらい。出版社からも従来より前向きな反応を

いただけており、今後更に増えていく見込みです。

3

Kinodenとライブラリエを一緒に導入することになると、導入予算は片

方だけ導入した場合の倍（もしくはKinoden導入予算+ライブラリエ導

入予算）かかるような形になるのでしょうか。それとも割引等はあるの

でしょうか。

紀伊國屋書店

KinoDenはコンテンツ代金以外の維持費、初期費がかかりませんので、システム料金が倍かかるということはございません。LibrariEを公共図

書館様で導入頂く場合は、初期費用と維持費用が発生いたします。そのため、両プラットフォームの導入費用としては、①それぞれのコンテ

ンツ代金②LibrariEの初期費・維持費となります。（図書館システム連携費用等を除きます）特に同時導入での割引等は明確に設けておりませ

んが、弊社では両プラットフォームについてご提案から機能に関するお問い合わせ、導入後のフォローまできめ細かい対応が可能です。

4

電子書籍と紙の資料が両方出版されている場合、どちらを優先して購入

していますか。または両方購入しているのでしょうか。電子書籍は紙の

本を２～３倍程度の価格で購入できると聞いていますが、優先して電子

で購入する場合などはありますか。

千葉県立図書館様

宮崎県立図書館様

・千葉県立図書館様：図書館本館で所蔵する紙の資料と電子書籍の選書は、また別になりますので、現在は片方で購入しているから購入しな

い、といったことはしておりません。そのため両方購入している場合もあります。電子書籍の優先購入については、利用状況も見て今後の検

討をしていきたいと思っていますが、例えば参考図書や地域資料で貸し出しができない本を、電子書籍で購入する等はしております。

・宮崎県立図書館様：当館の資料収集方針を参考に電子書籍の選書方針を作成しています。館内の各担当が毎週確認し、決済を取っていま

す。期間無制限のコンテンツが全体の6割以上を占めるように購入しています。

5
学校の先生への説明会というのは素晴らしい取り組みだと思いました。

対面、オンラインそれぞれ何回程度実施されたのでしょうか。
宮崎県立図書館様 対面/オンラインのハイブリッド形式にて、一度実施いたしました。

6

電子図書館の学校利用について説明会をされたとのことですが、質疑応

答ではどのような質問が多かったでしょうか？

操作についての質問が多かったですか？

電子書籍が具体的にどのように授業に使えるかについての質問が多かっ

たでしょうか？

宮崎県立図書館様 学校での利用促進に関するマニュアル等に関する質問や、実際どのような本が使えるのか？という質問が多かったと思います。

7
LibrariEを導入したことに対する県内市町村立図書館からの反応はいか

がでしたか？
宮崎県立図書館様 宮崎市立図書館がLibrariEを導入している為、読み放題パックはどのようなものを県立図書館で購入しているか？という反応がありました。

8

導入される前に、既に導入済みの市町図書館も含め、県内の公共図書館

と県立の電子書籍導入について協議はされましたでしょうか。もし、さ

れていた場合はどのような意見が県立に出たか、またどのように対応し

たか教えていただけますでしょうか。

千葉県立図書館様

宮崎県立図書館様

・千葉県立図書館様

県内の自治体で既に導入が進んでいる図書館がありましたし、棲み分けを意識してKinoDenを選んだところはあります。

・宮崎県立図書館様

協議は行わなかったのですが、全市町村立図書館を対象にアンケートを実施しました。アンケートの主な内容は以下のとおりです。

 　○電子書籍導入の検討状況

 　○導入した場合に提供したい資料

 　○県立図書館の電子書籍として導入して欲しい資料

 　○県と市町村共有の電子書籍提供ポータルサイトについての考え

 　○電子書籍活用のために必要なこと


